
 

 

 
今号では「思考力,判断力,表現力等」の育成に向けた授業改善について一緒に考えたいと思いま

す。紹介したい視点は３つです。 

 

 

授業中、子供たちが「考えているレベル」

にはその時々で違いがあり、その違いは「学

力・学習の質」と関係しているようです。こ

れについては、右図の「学力・学習の質」の

三つの段階の考え方が参考になります。 

それぞれの段階は以下のようになります。 

① 個別の知識を獲得した段階 

② 個別の知識を関連付け、概念として 

理解した段階 

③ 生活の中でも生かすことができる、知 

識の総合的な活用力を身に付けた段階 

図中の「三権分立」の例を見ると、前の段

階の内容を踏まえつつ、徐々に「考えること」のレベルが上がっているのが分かると思います。日々

の授業の中で、子供たちは常に何かしら考えながら学習に臨んでいると思います。ですが、その時々

に「考えさせているレベル」は、上の三段階でいうとどの段階にあるでしょうか。こうした視点から

授業を確認してみることが授業改善の一視点となります。 

さて、学習指導要領において「思考力,判断力,表現力等」は「理解していること・できることを

どう使うか」に関わる力とされていますので、その多くは③の学力と重なります。そして、③の学力

を育成するには、上の例からも分かるとおり、①段階の学力を習得し、それを活用して思考しながら

「①→②→③」へと、鍛え上げるように学習を設計する必要があります。このような学習設計の考え

方も授業改善の一視点となりま

す。この具体的な方法等につい

ては、また次号以降で、お伝え

していく予定です。 

なお、「逆向き設計の単元構

想」という考え方があります。

（左図）これは、育成を目指す

資質・能力から、子供たちのゴ

ールの姿を具体的に設定し、単

元末で全員がその姿に辿り着け

るよう到達状況を確認しながら

学習を積み重ねていくという単

元構想の方法です。学力を計画

的に鍛え上げていくための考え

方として、参考にして下さい。 
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１ どのようなレベルで考えさせているか 



 

 

 ゴールの姿を具体的に設定すると「この段階ではここまで出来ていなければ」というものが出てき

ます。例えば、理科の５年生の授業で… 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このように、私たちは普段から子供たちの学習状況を見取り、実態に合わせて指導に生かしてい

るわけですが、具体的なゴールの姿を設定すると、こうした指導をより意図的に行うことができるよ

うになります。また、子供たちの様子だけでは、全員の内面で起きていることを把握するのは不可能

ですので、単元内に子供たちの考えを表出させる課題や場面を予め設定し、それを見取る（評価す

る）ことも必要です。そして、上の例で実験の練習をやり直し、生きて働く「知識及び技能」を習得

する場としたように、「この段階ではここまで」の姿に到達していない場合に支援する方法を準備し

ておくことも大切です。このような、見取り（評価）から指導までの流れを「形成的評価（指導に生

かす評価）」と言います。 

子供たちを「深い思考」に導くためには「形成的評価」を適切に行い、子どもたちの実態に合わ

せて課題等を調整していく必要があります。また、普段からこうした評価により子供たちの実態をつ

かめていれば、初めに設定するゴールの姿も子供たちの実態により適合したものになっていきます。 

 

 

 

例えば、グループ活動後、各グループから発表された内容が「深い思考」を基にした十分満足の

いくものだったとします。しかし、グループの一人一人が「そのレベルで思考していたか」は、この

時点ではまだ分かりません。目標とした思考力等を「全員が身に付ける」という視点から考えると、

メンバー各自の思考を見取って確認する必要が出てきます。 

グループ等で考えを交流する際には、「交流前に自分がどう考えていたのか」「交流後、自分は

どのように考えるようになったのか」などについて、子供たち一人一人が自分の考えを表出できるよ

うな振り返り等の課題を設定しておくことが重要です。また、こうした課題を与えることで、これま

でグループの話合いに「ただ乗り」し、自分ではあまり思考していなかった児童・生徒を、思考の場

に引き出すことができます。 

 

 

 

   

３ 全員が思考していたか 

２ 子供たちの実態に合わせられているか 

こうして見てくると、授業において大切な教師としての力に、子供たちの実態を見取り、指

導に生かす力があることが分かります。そして、この「見取りを指導に生かす力」の向上は、

今年度、Web 診断問題で目指していることの一つです。 

Web 診断問題を実施する際、「出題意図を把握して、解答の傾向を予想し、解答状況を丁寧

に見取り、その後の指導（振り返り活動）の方法を構想すること」を意識して行うことで、

「見取りを指導に生かす力」の向上を目指しましょう。また、例えば、「授業の前半を職員で

参観し、各先生方が子供たちの解答状況を見取り、後半で扱う問題や振り返り活動の内容を構

想して、それをその後の協議会で紹介し合う」などの方法で、Web 診断問題を使った職員研修

を実施することも考えられます。 

なお、先日公開された「第２回授業改善サポート動画」でも「見取ること」 

をテーマとして扱っています。ぜひ御視聴ください。 

 Web 診断問題を 

授業改善に生かそう 

授業改善サポート動画は「研修ポータル」からどうぞ、右の QR コードから遷移します 

① 「水にとけるものの量」の授業で、「水の量や温度と、食塩・ミョウバンのとける量の関
係」について実験計画を立て、実験結果を基に考察するという学習を計画した。 

② しかし、いざ実験に臨んでみると、「メスシリンダーを手に持ったまま目盛りを読む（傾
いていることに気付かない）」「メスシリンダーに温度計を入れたまま水の量を測定す
る」など、まだ子供たちが器具の取扱い（知識及び技能）に十分習熟していない様子が見
られた。〔「ここまで出来ていなければ」という内容〕 

③ このままでは、正しい実験結果が得られず、意図していた意味ある考察に辿り着かない。 

④ そこで、「計測結果のばらつきの原因を考えさせる」活動を取り入れ、器具の正しい取扱
いへの理解を深める機会として、知識や技能を十分身に付けさせた。その後、改めて実験
を正しい方法で行い、その結果を基に考察した。〔実態に応じた指導・支援〕 

https://sites.google.com/view/nipec2015team/%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%A0

